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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

※ ＤI値と景気の概況

87

43

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２５ 年 １１月 分 ）

建　　　設 24
15
33

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２５年１１月２１日　～　１１月２７日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
54.5%
45.5%

回答数
55.8%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率
を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを
意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

76.7%

▲25＞DI

36 15 41.7%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向こ
う3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
６月 ▲ 20.2 ▲ 18.1 △ 11.7 ▲ 44.1 ▲ 6.2
７月 ▲ 17.2 △ 3.8 ▲ 23.5 ▲ 41.6 △ 14.2
８月 ▲ 21.5 △ 3.8 ▲ 17.6 ▲ 45.4 ▲ 17.6
９月 ▲ 22.5 △ 7.6 ▲ 22.2 ▲ 50.0 ▲ 17.6
１０月 ▲ 12.7 △ 25.0 ±0.0 ▲ 41.9 ▲ 26.6
１１月 ▲ 14.9 △ 8.3 △ 6.6 ▲ 45.4 ▲ 6.6
見通し ▲ 10.3 △ 8.3 ±0.0 ▲ 27.2 ▲ 13.3

◎売上増加

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「売上は増加しているが材料の値上がりと予算額の低下で利益は少ない。」（電気工事業）、「一般のお客様からの注文
の増加とリフォーム会社からの受注の増加もあり売上が増えました。」（内装工事業）、「初旬に実施したキャッシュバックキャンペー
ンが奏功し、売上高は前年を大きく上回る推移となった。」（その他の各種商品小売業）、「新型の軽自動車やワゴン車等の登場で代
替や新規のお客様が来店され昨年より売上が上がっております。」（自動車小売）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「相次ぐ台風の影響で、屋根・外壁工事が集中し職人不足が続いている。」（一般土木建築工事業）、「仕事はあるのか
もしれないが、全体的な業者、職人不足の為スムーズに進んでいないのでは。」（石工れんがタイルブロック工事業）、「例年と比べて
施工件数が増えているようではないが、不況に依る低単価に廃業、転職に依る人材不足となり、取引きの無いゼネコン会社からの
仕事の依頼も多いが受注単価は相変らず見直しはなく以前の単価のままである。」（その他の職別工事業）、「畳表の入荷も遅れて
いるので、畳業界全体が回転しだしているのかもしれません。」（内装工事業）、「原材料の価格の高騰が続いているが、販売価格に
転嫁しづらく思うような利益が取れなくなっている。また、ここにきて人手不足の傾向が強くなってきたような感じを受ける。」（各種食
料品小売業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「序盤は好調に推移。ジャケット、コートなど10月苦戦の重衣料が堅調。ただし中盤以降は好天に恵まれるも動
員苦戦。」(百貨店）、「歳暮商戦は、前年と同様で推移。」（百貨店）、「中旬以降気温が安定せず、冷え込みと寒気の緩みを繰り返し
たことから、中旬から後半に掛けて婦人服を中心に伸び悩んだ。」（ その他の各種商品小売業）、「原材料の価格の高騰が続いてい
るが、販売価格に転嫁しづらく思うような利益が取れなくなっている。」（各種食料品小売業）、「ここにきて卵の価格が上昇！年末に
向けて更に上がるらしい。その他の原材料も価格が上昇し益々厳しくなると思われる。」（菓子・パン小売業）、「今月の青果物は、先
月の台風上陸や急な冷え込みが原因して、入荷に影響しています。特に、葉物野菜は生育が悪く入荷減少から、高値が長引いてい
ます。果実においても同様に入荷が減少し高値取引となっています。」（食料・ 飲料卸売業）、「多少ガス器具の増販により前月より
赤字幅が減少したが厳しい。」（燃料小売業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「消費税かけ込み傾向、受注は増加しているが人手不足のため現場進まず。」（管工事業）、「消費税増税のかけ込み
需要が表れてきたが、まだ多くない。」（電気工事業）、「高額品については宝飾・時計・美術工芸品などが消費税増税決定影響によ
り活発が継続。」（百貨店）、「消費税増税を口にするお客様が出て来ました。保存のきく日用雑貨類は価格が安い時にプラス１個多
く買っていかれるようです。」（その他の各種商品小売業、「増税の影響、客足に不安。」（その他の各種商品小売業）、「立地の需給
関係にもよりますがテナントの売上げも落ち着いて、消費税率改定を前に賃料の値下げ要因は現在ありません。」（不動産賃貸・管
理業）などのコメントが寄せられた。

◎人手不足

◎消費税増税

【サービス業】からは、「11月は記念セールの実施等により、前年同等としたが、12月は日曜日より始まり、当店日曜休日の為曜日終
わりが良くなく、苦戦しそうである。対策として宴会料理内容の一部見直し、少量高品質へ。」（酒場・ビヤホール）、「宿泊マーケットは
良くＷＥＢ販売による客室単価の落ち込みはあるも稼働で上回り前年をクリア。」（ホテル）、「11月は個人・法人とも好調。個人は1月
は国内、2月は海外が前年を大きくオーバー。法人は第4四半期の動きに期待。」（旅行業）、「仕入れ、リフォーム費が共に上がって
いる。売値は下がっている。よって採算は悪化しています。」（不動産管理業）、「駅周辺で月極駐車場をもっていますが、今時の若い
ご夫婦は自家用車を持たない方が多く、計画通り満車になりません。」（不動産賃貸業）、「弊社手持ち物件において住居系賃貸賃料
は落ち着いている状態が続いています。」（不動産賃貸・管理業）、「各企業の設備投資企画が立ち上がらず、厳しさ大です。厳しい
状況変わらず。」（ソフトウェア業）などのコメントが寄せられた。

【製造業】からは、「全般的には設備導入の意欲が昨年度より増しているが、4月以降の落ち込みが懸念される。」（その他の機械・同
部品製造業）、「売上高微増、仕入高増を経費減にて吸収し利益前年を確保。」(酒類製造業）、「価値観の多様性によって、業態の
在り方を見直さなければならない。しかも、原点からぶれずの多角化でないと今までの業績が活かせないと考える。」(印刷業）などの
コメントが寄せられた。

【平成２５年１１月の調査結果のポイント】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．９(前月水準▲１２．７)となり、マイナ
ス幅が２．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△６．６(同±０．０)である。マイナス幅
が縮小した業種は、サービス業▲６．６(同▲２６．６)であり、マイナス幅が２０．０ポイントと大幅に縮小した。
プラス幅が縮小した業種は、建設業△８．３(同△２５．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業
▲４５．４(同▲４１．９)である。

○

≪消費税増税前の動向や天候の影響で業況は不透明≫

【建設業】からは、「年内はリフォーム需要は根強いが、年明け1月2月は例年通り暖かくなるのを待っての工事となりそうだが消費税
UPもあり、わからない状況です。」（一般土木建築工事業）、「消費税増税のかけ込み需要が表れてきたが、まだ多くない。」（電気工
事業）、「例年と比べて施工件数が増えているようではないが、不況に依る低単価に廃業、転職に依る人材不足となり、取引きの無
いゼネコン会社からの仕事の依頼も多いが受注単価は相変らず見直しはなく以前の単価のままである。」（その他の職別工事業）な
どのコメントが寄せられた。
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平成25年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 20.2 ▲ 17.2 ▲ 21.5 ▲ 22.5 ▲ 12.7 ▲ 14.9 ▲ 10.3 ( ▲ 3.4 )

建　　　 設 ▲ 18.1 △ 3.8 △ 3.8 △ 7.6 △ 25.0 △ 8.3 △ 8.3 ( △ 25.0 )

製　　　 造 △ 11.7 ▲ 23.5 ▲ 17.6 ▲ 22.2 ±0.0 △ 6.6 ±0.0 ( △ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 44.1 ▲ 41.6 ▲ 45.4 ▲ 50.0 ▲ 41.9 ▲ 45.4 ▲ 27.2 ( ▲ 32.2 )

サ ー ビ ス ▲ 6.2 △ 14.2 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 26.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ( ▲ 6.6 )

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．９(前月水準▲１２．７)となり、
マイナス幅が２．２ポイント拡大した。

平成２５年１１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成２５年１１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１０．３（前月水準▲３．４）
となり、マイナス幅が６．９ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２７．２(同▲
３２．２)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業△８．３(同△２５．
０)、製造業±０．０(同△１２．５)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業▲１３．
３(同▲)６．６である。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△６．６(同±０．０)である。マ
イナス幅が縮小した業種は、サービス業▲６．６(同▲２６．６)であり、マイナス幅が２０．０ポイントと
大幅に縮小した。プラス幅が縮小した業種は、建設業△８．３(同△２５．０)である。マイナス幅が拡
大した業種は、卸小売業▲４５．４(同▲４１．９)である。

○

○

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２５年１１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２５年１１月の業況

１１月
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○

平成25年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 13.4 ▲ 10.7 ▲ 19.3 ▲ 13.9 ▲ 5.8 ▲ 8.0 △ 4.5 ( △ 5.8 )

建　　　 設 ▲ 18.1 △ 15.3 ▲ 3.8 △ 11.5 △ 45.8 △ 20.8 △ 33.3 ( △ 37.5 )

製　　　 造 △ 17.6 ▲ 5.8 ▲ 11.7 ▲ 16.6 ▲ 6.2 △ 13.3 △ 6.6 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 38.2 ▲ 30.5 ▲ 33.3 ▲ 34.3 ▲ 35.4 ▲ 39.3 ▲ 9.0 ( ▲ 22.5 )

サ ー ビ ス △ 12.5 ▲ 14.2 ▲ 23.5 ▲ 11.7 ▲ 26.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ( △ 13.3 )

先行き見通し

　　平成２５年１１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業△１３．３(同▲６．２)
である。マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲６．６(同▲２６．６)であり、マイナス幅が２０．０
ポイントと大幅に縮小した。プラス幅が縮小した業種は、建設業△２０．８(同△４５．８)であり、プラス
幅が２５．０ポイントと大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲３９．３(同▲３５．
４）である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、△４．５（前月水準△５．８）
となり、プラス幅が１．３ポイント縮小する見通しである。

○

【平成２５年１１月の売上についての状況】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲８．０(前月水準▲５．８)となり、マ
イナス幅が２．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△６．６(同△６．２)
である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲９．０(同▲２２．５)である。プラス幅が
縮小する見通しの業種は、建設業△３３．３(同△３７．５)である。プラスからマイナスに転じる見通し
の業種は、サービス業▲１３．３(同△１３．３)であり、マイナス幅が２６．６ポイントと大幅に拡大する
見通しである。

▲ 45.0 ▲ 35.0 ▲ 25.0 ▲ 15.0 ▲ 5.0 △ 5.0 △ 15.0 △ 25.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２５年１１月の売上

１１月

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

△ 25.0

△ 35.0

△ 45.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２５年１１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成25年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 20.2 ▲ 23.6 ▲ 32.2 ▲ 27.9 ▲ 17.4 ▲ 18.3 ▲ 17.2 ( ▲ 12.7 )

建　　　 設 ▲ 27.2 ▲ 7.6 ▲ 23.0 ▲ 11.5 △ 16.6 △ 4.1 ±0.0 ( △ 8.3 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 35.2 ▲ 29.4 ▲ 33.3 ▲ 18.7 △ 6.6 ▲ 13.3 ( ▲ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 38.2 ▲ 36.1 ▲ 42.4 ▲ 40.6 ▲ 41.9 ▲ 51.5 ▲ 33.3 ( ▲ 38.7 )

サ ー ビ ス △ 6.2 ▲ 7.1 ▲ 29.4 ▲ 23.5 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ( ±0.0 )

【平成２５年１１月の採算についての状況】

○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１８．３(前月水準▲１７．４)となり、
マイナス幅が０．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、製造業△６．６(同▲１８．７)
であり、プラス幅が２５．３ポイントと大幅に拡大した。マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲
６．６(同▲２０．０)である。プラス幅が縮小した業種は、建設業△４．１(同△１６．６)である。マイナス
幅が拡大した業種は、卸小売業▲５１．５（同▲４１．９)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、全産業では、▲１７．２（前月
水準▲１２．７）となり、マイナス幅が４．５ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲３３．３(同▲
３８．７)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、建設業±０．０(同△８．３)である。プラスから
マイナスに転じる見通しの業種は、サービス業▲１３．３(同±０．０)である。マイナス幅が拡大する
見通しの業種は、製造業▲１３．３(同▲６．２)である。

先行き見通し

　　平成２５年１１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 55.0 ▲ 45.0 ▲ 35.0 ▲ 25.0 ▲ 15.0 ▲ 5.0 △ 5.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２５年１１月の採算

１１月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２５年１１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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○

平成25年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 39.3 ▲ 46.2 ▲ 46.2 ▲ 51.6 ▲ 50.0 ▲ 49.4 ▲ 47.1 ( ▲ 39.5 )

建　　　 設 ▲ 45.4 ▲ 38.4 ▲ 42.3 ▲ 46.1 ▲ 41.6 ▲ 45.8 ▲ 45.8 ( ▲ 37.5 )

製　　　 造 ▲ 17.6 ▲ 47.0 ▲ 52.9 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 46.6 ▲ 40.0 ( ▲ 31.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 47.0 ▲ 52.7 ▲ 48.4 ▲ 65.6 ▲ 61.2 ▲ 60.6 ▲ 60.6 ( ▲ 48.3 )

サ ー ビ ス ▲ 37.5 ▲ 42.8 ▲ 41.1 ▲ 41.1 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ▲ 26.6 ( ▲ 33.3 )

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４７．１（前月水準▲３９．
５）となり、マイナス幅が７．６ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業▲２６．６(同
▲３３．３)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲６０．６(同
▲４８．３)、製造業▲４０．０(同▲３１．２)、建設業▲４５．８(同▲３７．５)である。

先行き見通し

【平成２５年１１月の仕入単価についての状況】

○ １０月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４９．４(前月水準▲５０．０)となり、
マイナス幅が０．６ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲３
３．３(同▲４０．０)、製造業▲４６．６(同▲５０．０)、卸小売業▲６０．６(同▲６１．２)である。マイナス
幅が拡大した業種は、建設業▲４５．８(同▲４１．６)である。

　　平成２５年１１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２５年１１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２５年１１月の仕入単価

１１月
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○

平成25年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 △ 1.1 ±0.0 ▲ 2.1 △ 2.1 △ 8.1 △ 5.7 △ 9.1 ( △ 9.3 )

建　　　 設 △ 9.0 △ 26.9 △ 23.0 △ 19.2 △ 29.1 △ 29.1 △ 37.5 ( △ 33.3 )

製　　　 造 △ 11.7 ▲ 11.7 ▲ 11.7 △ 11.1 △ 18.7 ±0.0 △ 6.6 ( △ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 14.7 ▲ 11.1 ▲ 12.1 ▲ 9.3 ▲ 9.6 ▲ 6.0 ▲ 6.0 ( ▲ 9.6 )

サ ー ビ ス △ 12.5 ▲ 7.1 ▲ 11.7 ▲ 11.7 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 6.6 )

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、△９．１（前月水準△９．３）
となり、プラス幅が０．２ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業△３７．５(同△３３．
３)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲６．０(同▲９．６)である。プラス幅が
縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同△６．６)、製造業△６．６(同△１
２．５)である。

　　平成２５年１１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△５．７(前月水準△８．１)となり、プ
ラス幅が２．４ポイント縮小した。
業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲６．０(同▲９．６)であ
る。変らない業種は、建設業△２９．１(同△２９．１)、サービス業±０．０(同±０．０)である。プラス幅
が縮小した業種は、製造業±０．０(同△１８．７)である。

【平成２５年１１月の従業員についての状況】

○

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別
平成２５年１１月の従業員

１１月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２５年１１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成25年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 14.6 ▲ 9.6 ▲ 17.2 ▲ 15.0 ▲ 11.6 ▲ 6.8 ▲ 14.9 ( ▲ 2.3 )

建　　　 設 ±0.0 △ 11.5 ±0.0 ▲ 3.8 △ 12.5 △ 12.5 ±0.0 ( △ 12.5 )

製　　　 造 ▲ 23.5 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ±0.0 ▲ 6.2 ±0.0 ▲ 6.6 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 35.2 ▲ 30.5 ▲ 36.3 ▲ 34.3 ▲ 29.0 ▲ 27.2 ▲ 36.3 ( ▲ 22.5 )

サ ー ビ ス △ 18.7 △ 14.2 ▲ 5.8 ▲ 11.7 ▲ 20.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 6.6 )

先行き見通し

平成２５年１１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２５年１１月の資金繰りについての状況】

１１月の全産業計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６．８(前月水準▲１１．６)となり、マイ
ナス幅が４．８ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、幅の大きい順に、サービス
業±０．０(同▲２０．０）、製造業±０．０（同▲６．２）であり、サービス業はプラス幅が２０．０ポイント
と大幅に拡大小した。マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲２７．２(同▲２９．０)である。変らな
い業種は、建設業△１２．５(同△１２．５)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．９（前月水準▲２．３）
となり、マイナス幅が１２．６ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業±
０．０(同△１２．５)、サービス業±０．０(同△６．６)である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種
は、製造業▲６．６(同△６．２)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲３６．３
(同▲２２．５)である。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２５年１１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 35.0 ▲ 25.0 ▲ 15.0 ▲ 5.0 △ 5.0 △ 15.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２５年１１月の資金繰り

１１月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 8.0 △ 4.5 ▲ 18.3 ▲ 17.2 ▲ 49.4 ▲ 47.1 △ 5.7 △ 9.1
建　　　設 △ 20.8 △ 33.3 △ 4.1 ±0.0 ▲ 45.8 ▲ 45.8 △ 29.1 △ 37.5
製　　　造 △ 13.3 △ 6.6 △ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 46.6 ▲ 40.0 ±0.0 △ 6.6
卸 ・小売 ▲ 39.3 ▲ 9.0 ▲ 51.5 ▲ 33.3 ▲ 60.6 ▲ 60.6 ▲ 6.0 ▲ 6.0
サービス ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 33.3 ▲ 26.6 ±0.0 ±0.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 14.9 ▲ 10.3 ▲ 6.8 ▲ 14.9
建　　　設 △ 8.3 △ 8.3 △ 12.5 ±0.0
製　　　造 △ 6.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 6.6
卸 ・小売 ▲ 45.4 ▲ 27.2 ▲ 27.2 ▲ 36.3
サービス ▲ 6.6 ▲ 13.3 ±0.0 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２５年１１月の業種別業界内トピックス】
業種別 概　　　　　　　　　　　　況 業種

相次ぐ台風の影響で、屋根・外壁工事が集中し職人不足が続いている。
年内はリフォーム需要は根強いが、年明け1月2月は例年通り暖かくなる
のを待っての工事となりそうだが消費税UPもあり、わからない状況です。

天候の影響
人手不足
消費税増税
見通し不透明

一般土木建築工事業

消費税かけ込み傾向、受注は増加しているが人手不足のため現場進ま
ず。

消費税
かけ込み需要
受注増加
人手不足

管工事業

先行き、現状とも相変らず不透明で特筆すべきことはない。仕事はあるの
かもしれないが、全体的な業者、職人不足の為、スムーズに進んでいな
いのでは。これは構造的な問題なので、単に政府が公共事業を発注すれ
ば良いわけではないと思う。

先行き不透明
人手不足
公共事業

石工れんがタイルブロック工事業

売上は増加しているが材料の値上がりと予算額の低下で利益は少ない。
消費税増税のかけ込み需要が表れてきたが、まだ多くない。

売上増加
原材料値上げ
利益減少
消費税増税
かけ込み需要

電気工事業

どこの業者も人手不足状態が続いている。材料、副資材不足も重なり今
迄にない工程の遅れが目立つ。当然、仕上げ業である当社の施工時は
竣工迄の期間が全く無い状況となり余計に人手不足となっている。又、例
年と比べて施工件数が増えているようではないが、不況に依る低単価に
廃業、転職に依る人材不足となり、取引きの無いゼネコン会社からの仕
事の依頼も多いが受注単価は相変らず見直しはなく以前の単価のままで
ある。又、この業況に賃上げを要求、ゼネコン受注金額よりも高い施工単
価を口に出す下請、作業員もでている。

人手不足
材料不足
受注単価据え置き
賃上げ要求

その他の職別工事業

工事量が多くなっている。下請け等も不足しており、今年度は忙しい。 工事量増加
人手不足

土木工事業

一般のお客様からの注文の増加とリフォーム会社からの受注の増加もあ
り売上が増えました。畳表の入荷も遅れているので、畳業界全体が回転
しだしているのかもしれません。

受注増加
売上増加
畳業界好調

内装工事業

職人不足で大変。４月頃までは現況が続くのでは？ 人手不足 その他の職別工事業
年度内に導入することを条件に、案件が重なっており、逼迫しつつある状
況である。 取引先（外注先）も混んでおり、無理な依頼を請けていただい
ている。 全般的には設備導入の意欲が昨年度より増しているが、4月以
降の落ち込みが懸念される。 一方、飛び込み営業（売り込み）も少なくな
る様子は無く、明暗が二分しているように感じる。

かけ込み需要
設備導入
４月以降を懸念

その他の機械・同部品製造業

売上高微増、仕入高増を経費減にて吸収し利益前年を確保。 売上微増 酒類製造業
価値観の多様性によって、業態の在り方を見直さなければならない。しか
も、原点からぶれずの多角化でないと今までの業績が活かせないと考え
る。

価値観の多様性
業態の見直し

印刷業

序盤は好調に推移。ジャケット、コートなど10月苦戦の重衣料が堅調。た
だし中盤以降は好天に恵まれるも動員苦戦。高額品については宝飾・時
計・美術工芸品などが消費税増税決定影響により活発が継続。

序盤好調
重衣料堅調
天候の影響
動員苦戦
高額品好調
消費税増税

百貨店

消費税増税を口にするお客様が出て来ました。保存のきく日用雑貨類は
価格が安い時にプラス１個多く買っていかれるようです。

消費税増税
日用雑貨類好調

その他の各種商品小売業

歳暮商戦は、前年と同様で推移。11月中旬から12月に組織顧客対策を入
れており、集客増をはかりたいと考えます。

歳暮商戦前年同様
法人顧客対策
集客増

百貨店

一例で言うと、某デパートで10,000円JUST COATというコートが売り出さ
れているが、これぞデフレ脱却していない証拠か？

デフレ脱却せず 書籍・文房具小売業

建設業

製造業

10



【平成２５年１１月の業種別業界内トピックス】
11月度は11/2（土）のデパートの40周年に合わせ、初旬にイベントを集中
的に打ち出したことから、連日多くの集客が図れた。また、2日（土）・3日
（日）で実施したキャッシュバックキャンペーンが奏功し、売上高は前年を
大きく上回る推移となった。しかし以降気温が安定せず、冷え込みと寒気
の緩みを繰り返したことから、中旬から後半に掛けて婦人服を中心に伸
び悩んだ。月末に掛けてはクリスマスムードを高め、実需購買に繋がる接
客を強化し盛り返していく。

イベントを集中
初旬集客増
キャンペーン
売上増
天候の影響
後半伸び悩み

その他の各種商品小売業

増税の影響、客足に不安。 消費税増税
客足に不安

その他の各種商品小売業

原材料の価格の高騰が続いているが、販売価格に転嫁しづらく思うような
利益が取れなくなっている。また、ここにきて人手不足の傾向が強くなって
きたような感じを受ける。

原材料の高騰
利益低下
人手不足

各種食料品小売業

ここにきて卵の価格が上昇！年末に向けて更に上がるらしい。その他の
原材料も価格が上昇し益々厳しくなると思われる。

卵の価格上昇
原材料の価格上昇

菓子・パン小売業

本部創立40周年ということで、記念セール等を行った効果も有り、客数・
売上共に伸びた。

記念セール効果
客数の伸び
売上の伸び

その他の各種商品小売業

今月の青果物は、先月の台風上陸や急な冷え込みが原因して、入荷に
影響しています。特に、葉物野菜は生育が悪く入荷減少から、高値が長
引いています。果実においても同様に入荷が減少し高値取引となってい
ます。今後とも産地情報をもって安定供給していく努力をしてまいります。

天候の影響
野菜生育悪化
入荷減少
高値取引き
果実入荷減少

食料・飲料卸売業

新型の軽自動車やワゴン車等の登場で代替や新規のお客様が来店され
昨年より売上が上がっております。

新型軽自動車
来客増加
売上げ増加

自動車小売

多少ガス器具の増販により前月より赤字幅が減少したが厳しい。季節労
働者の利益があがるか不安な年になりそうだ。今年は仕入れコストの動
向を先読みできません。

赤字幅減少
季節労働者
仕入れコストの動向

燃料小売業

11月は開店31周年記念セールの実施等により、前年同等としたが、12月
は日曜日より始まり、当店日曜休日の為曜日終わりが良くなく、苦戦しそ
うである。対策として宴会料理内容の一部見直し、少量高品質へ。あえて
単価を下げて、客数増加を考えた。

記念セール
売上げ前年並み
少量高品質

酒場・ビヤホール

宿泊マーケットは良くＷＥＢ販売による客室単価の落ち込みはあるも稼働
で上回り前年をクリア。宴会は市長選のためか大型宴会少なく昨年割れ
となる。

ＷＥＢ販売
客室単価落ち込み
稼動率ＵＰ
宴会は昨年割れ

ホテル

11月は個人・法人とも好調。個人は1月は国内、2月は海外が前年を大き
くオーバー。法人は第4四半期の動きに期待。

個人旅行好調
法人旅行好調

旅行業

仕入れ、リフォーム費が共に上がっている。売値は下がっている。よって
採算は悪化しています。都内は弱いインフレ現象が発生しているとの事で
す。

仕入れ費の増加
売値下落
採算悪化
インフレ現象

不動産管理業

駅周辺で月極駐車場をもっていますが、今時の若いご夫婦は自家用車を
持たない方が多く、計画通り満車になりません。

月極駐車場
車不所持傾向

不動産賃貸業

弊社手持ち物件において住居系賃貸賃料は落ち着いている状態が続い
ています。立地の需給関係にもよりますがテナントの売上げも落ち着い
て、消費税率改定を前に賃料の値下げ要因は現在ありません。短期、個
人的には全国各企業の年末賞与良好の結果データで来年の消費マイン
ド上向きのスタートになることに期待。

住居系賃貸賃料不変
消費税
年末賞与
来年に期待

不動産賃貸・管理業

各企業の設備投資企画が立ち上がらず、厳しさ大です。　厳しい状況変
わらず。

厳しい業況 ソフトウェア業

卸小売業

サービス業
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・ 相次ぐ台風の影響で、屋根・外壁工事が集中し職人不足が続いている。 一般土木建築工事業

・ 仕事はあるのかもしれないが、全体的な業者、職人不足の為、スムーズに
進んでいないのでは。

石工れんがタイルブロック
工事業

・ どこの業者も人手不足状態が続いている。材料、副資材不足も重なり今迄
にない工程の遅れが目立つ。

その他の職別工事業

・ 工事量が多くなっている。下請け等も不足しており、今年度は忙しい。 土木工事業

・ 職人不足で大変。４月頃までは現状が続くのでは？ その他の職別工事業

・ ここにきて人手不足の傾向が強くなってきたような感じを受ける。 各種食料品小売業

・ 消費税かけ込み傾向、受注は増加しているが人手不足のため現場進まず。 管工事業

・ 消費税増税のかけ込み需要が表れてきたが、まだ多くない。 電気工事業

・ 高額品については宝飾・時計・美術工芸品などが消費税増税決定影響によ
り活発が継続。

百貨店

・ 消費税増税を口にするお客様が出て来ました。 その他の各種商品小売業

・ 増税の影響、客足に不安。 その他の各種商品小売業

・ 立地の需要関係にもよりますがテナントの売上げも落ち着いて、消費税率改
定を前に賃料の値下げ要因はありません。

不動産賃貸・管理業

・ 売上は増加しているが材料の値上がりと予算額の低下で利益は少ない。 電気工事業

・ 一般のお客様からの注文の増加とリフォーム会社からの受注の増加もあり
売上が増えました。

内装工事業

・ 初旬に実施したキャッシュバックキャンペーンが奏功し、売上高は前年を大
きく上回る推移となった。

その他の各種商品小売業

・ 創立記念セール等を行った効果も有り、客数・売上共に伸びた。 その他の各種商品小売業

◎消費税増税

◎人手不足

◎売上増加
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　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△５．７に対し、｢CCI‐LOBO｣が△１０．３
で、柏の方がプラス幅が４．６ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種
は建設業。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業、サービス業、製造業
で、卸小売業は１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲６．８に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１１．５
で、柏の方がマイナス幅が４．７ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業、サービス業、製造業で、建設業とサービス業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業で、１０ポイント以上悪
い。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１８．３に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１６．
４で、柏のほうがマイナス幅が１．９ポイント大きい。「柏の景気」が良い業
種は製造業、サービス業、建設業で、製造業とサービス業は１０ポイント以
上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業で、１０ポイント以上悪
い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４９．４に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲５０．
７で、柏の方がマイナス幅が１．３ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い
業種は建設業、サービス業、製造業で、建設業とサービス業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業で、１０ポイント以上悪
い。

平成２５年１１月ＣＣＩ-ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．９に対し、｢CCI‐LOBO」が▲１２．
８で柏の方がマイナス幅が２．１ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い
業種は製造業、サービス業で、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景
気」の方が悪い業種は、建設業、卸小売業で、卸小売業は１０ポイント以
上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲８．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１．７
で、柏の方がマイナス幅が６．３ポイント大きい。「柏の景気」が良い業種
は製造業、建設業で、製造業は１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が
悪い業種は卸小売業、サービス業で、卸小売業は１０ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.9 △ 8.3 △ 6.6 ▲ 45.4 ▲ 6.6

▲ 12.8 14.6 ▲ 11.1 ▲ 26.8 ▲ 18.8

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 8.0 △ 20.8 △ 13.3 ▲ 39.3 ▲ 6.6

▲ 1.7 19.4 △ 2.8 ▲ 20.5 ▲ 4.5

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 18.3 △ 4.1 △ 6.6 ▲ 51.5 ▲ 6.6

▲ 16.4 ▲ 4.9 ▲ 15.8 ▲ 25.5 ▲ 17.6

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 49.4 ▲ 45.8 ▲ 46.6 ▲ 60.6 ▲ 33.3

▲ 50.7 ▲ 63.7 ▲ 52.1 ▲ 41.2 ▲ 50.0

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 5.7 △ 29.1 ±0.0 ▲ 6.0 ±0.0

△ 10.3 △ 28.2 △ 4.7 △ 7.7 △ 9.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 6.8 △ 12.5 ±0.0 ▲ 27.2 ±0.0

▲ 11.5 ▲ 4.9 ▲ 9.2 ▲ 15.9 ▲ 13.8

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

平成２５年１１月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI-LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



調査期間：平成25年11月15日～21日

調査対象：全国の417商工会議所が3128業種

     組合等にヒアリング調査を実施

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（1１月速報）

全

国
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業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
横
ば
い
。
回
復
基

調
も
、
仕
入
価
格
の
転
嫁
遅
れ
か

ら
景
況
感
に
ば
ら
つ
き

１
１
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
２
．
８
と
、
前
月

か
ら
▲
０
．
９
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
。
中
小
企
業
の
景

況
感
は
、
建
設
業
や
自
動
車
関
連

な
ど
の
製
造
業
に
よ
る
け
ん
引

に
加
え
、
観
光
関
連
で
も
、
好
調

な
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
か
、

中
国
か
ら
の
観
光
客
も
回
復
の

兆
し
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
総

じ
て
回
復
基
調
が
続
く
。
他
方

で
、
地
域
の
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業

で
、
人
件
費
や
電
力
料
金
に
係
る

コ
ス
ト
増
に
加
え
、
長
引
く
仕
入

価
格
の
上
昇
・
高
止
ま
り
が
足
か

せ
と
な
り
業
況
改
善
が
遅
れ
る

な
ど
、
景
況
感
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
一
部
で
は
回
復
の
動
き
に
鈍

さ
が
み
ら
れ
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
１
．
６
（
今

月
比
＋
１
．
２
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

改
善
す
る
見
込
み
。
消
費
税
引
き

上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
や
冬

の
賞
与
増
な
ど
を
背
景
と
す
る

年
末
商
戦
の
本
格
化
に
加
え
、
建

設
業
や
自
動
車
を
は
じ
め
と
す

る
製
造
業
に
よ
る
け
ん
引
が
続

く
見
通
し
。
一
方
、
仕
入
価
格
な

ど
の
コ
ス
ト
増
が
続
く
中
、
上
昇

分
の
転
嫁
が
難
し
い
中
小
企
業

か
ら
は
、
先
行
き
に
対
し
て
慎
重

な
見
方
も
伺
え
る
。

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設

業
、
小
売
業
で
悪
化
、
サ
ー
ビ
ス

業
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
の
他
の
２

業
種
で
改
善
し
た
。

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
。

【
建
設
業
】「
受
注
は
好
調
な
も

の
の
、
鉄
や
生
コ
ン
な
ど
の
仕
入

価
格
が
５
～
１
０
％
上
昇
し
て

お
り
、
収
益
改
善
が
遅
れ
て
い

る
」（
一
般
工
事
業
）、「
公
共
工

事
は
増
加
傾
向
。
他
方
で
、
住
宅

投
資
に
一
服
感
が
み
ら
れ
た
」

（
土
木
工
事
業
）
、
「
太
陽
光
発

電
な
ど
の
案
件
は
あ
る
が
、
人
手

不
足
の
た
め
対
応
で
き
な
い
」

（
設
備
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
バ
タ
ー
な
ど
乳
製

品
の
価
格
が
上
昇
。
包
装
資
材
も

高
止
ま
り
し
て
い
る
が
、
転
嫁
は

難
し
い
」（
パ
ン
製
造
業
）、「
取

引
先
の
業
種
に
よ
っ
て
受
注
量

に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
発

電
プ
ラ
ン
ト
向
け
の
タ
ー
ビ
ン

関
連
は
好
調
に
推
移
」（
電
気
機

械
器
具
製
造
業
）
、
「
鋼
材
の
値

上
げ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
軽
自
動

車
向
け
の
受
注
が
増
加
し
て
お

り
、
業
績
改
善
が
続
く
」（
自
動

車
部
品
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
取
引
先
か
ら
の
値

下
げ
要
求
が
相
次
い
で
い
る
。
採

算
は
合
わ
な
い
が
、
受
注
を
確
保

す
る
た
め
、
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
」（
食
料
品
卸
売
業
）、「
原
木

の
価
格
が
高
止
ま
り
し
て
い
る

も
の
の
、
住
宅
向
け
な
ど
の
引
き

合
い
は
好
調
」（
建
築
資
材
卸
売

業
）
、
「
住
宅
や
自
動
車
関
連
の

受
注
が
増
加
。
一
層
の
受
注
増
に

向
け
て
、
自
社
製
品
の
開
発
を
検

討
し
て
い
る
」（
ね
じ
・
工
具
卸

売
業
）

【
小
売
業
】「
年
末
商
戦
が
始
ま

り
、
高
価
格
帯
の
商
品
を
強
化
し

た
こ
と
が
奏
功
し
、
売
上
が
伸
び

て
い
る
」（
百
貨
店
）、「
百
貨
店

内
に
店
舗
が
あ
る
た
め
、
食
材
偽

装
問
題
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
低
下

な
ど
、
売
上
へ
の
影
響
を
懸
念
」

（
茶
類
小
売
業
）
、
「
近
隣
店
舗

と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
電
力

料
金
の
上
昇
や
人
件
費
の
増
加

に
よ
り
、
経
営
は
厳
し
い
状
況
」

（
飲
食
料
品
販
売
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
富
士
山
周
辺

を
巡
る
ツ
ア
ー
客
が
増
加
し
て

お
り
、
売
上
も
好
調
に
推
移
」

（
飲
食
店
）
、
「
宿
泊
客
が
増
加

し
、
人
手
不
足
の
状
況
。
ア
ル
バ

イ
ト
確
保
の
た
め
、
時
給
を
見
直
さ
ざ
る

を
得
な
い
」（
旅
館
業
）、「
経
営
合
理
化

の
た
め
営
業
車
を
削
減
す
る
取
引
先
が

増
え
て
お
り
、
受
注
が
減
少
」（
自
動
車

整
備
業
）

全国・産業別業況ＤＩの推移

全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

６月 ▲17.3 0.8 ▲19.6 ▲29.3 ▲26.4 ▲13.5

７月 ▲14.1 6 ▲15.8 ▲20.7 ▲22.8 ▲14.4

８月 ▲15.7 3.9 ▲20.7 ▲26.8 ▲25.8 ▲10.2

９月 ▲15.1 4.1 ▲16.2 ▲20.7 ▲25.1 ▲14.7

１０月 ▲11.9 18.2 ▲13.7 ▲17.5 ▲22.8 ▲18.4

１１月 ▲12.8 14.6 ▲11.1 ▲16.2 ▲26.8 ▲18.8

見通し ▲11.6 3.3 ▲8.4 ▲13.3 ▲17.0 ▲19.3

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ


